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６．研究内容（コンマ区切りで 3 つ以上のキーワードおよび 400 字程度の成果概要を記入） 

キーワード： 

本研究では，大規模珪長質マグマ活動における珪長質マグマおよびそれに伴う苦鉄質マグマの含水量と

化学組成分析を軸として，マグマ供給系過程を考察することを目的とする．これをおこなうため，阿蘇

火山噴出物をケーススタディ対象とする．本研究では，これまで十分に行われていなかった Aso-2 大

規模噴火サイクルの全岩化学分析を行った．その結果，珪長質マグマの Ni 量は，苦鉄質マグマよりも

多くなることが分かった．また，無斑晶の火山岩試料の全岩分析値を用いて，斜長石斑晶組成との平衡

関係によりマグマ含水量を見積もった結果，苦鉄質マグマのほうが，珪長質マグマの含水量より多いと

いう結果が得られた．これらの性質は，次の大規模噴火サイクルである Aso-3 と同一である．阿蘇火

山のマグマの組成変化は，結晶分化によるものでないことが明らかで，地殻溶融時の部分溶融度の違い

により生じていると解釈され，また，開放系における水の移動が起こっていると考えられる． 
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